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東
京
都
町
村
議
会
議
員
講

演
会
は
、
地
域
再
生
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
久
繁
哲
之
介
氏
に
よ

る
「
小
さ
な
町
と
企
業
を
活

性
化
す
る
『
競
わ
な
い
地
方

創
生
』」
と
い
う
テ
ー
マ
で

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
地

元
が
知
ら
な
い
地
域
資
源
を

「
発
見
→
活
用
せ
よ
」
と
い

う
話
。
今
ま
で
な
に
げ
な
く

や
り
過
ご
し
て
い
た
物
事
か

ら
何
か
を
発
見
し
、活
用
し
、

成
果
を
あ
げ
よ
う
。強
者（
大

都
市
、
大
企
業
等
）
に
価
格

や
集
客
、
広
告
量
な
ど
を
挑

ん
で
も
勝
ち
目
は
無
い
。

　

弱
者
は
個
性
や
ふ
れ
あ
い
、

お
も
て
な
し
で
活
路
を
見
出

せ
「
弱
者
は
特
別
な
価
値
を

発
見
・
活
用
す
れ
ば
、
競
争

し
な
い
で
成
長
で
き
る
。『
ま

だ
気
づ
か
な
い
何
か
』
を
発

見
し
活
用
し
て
い
く
こ
と
で

右
肩
上
が
り
の
未
来
が
拓
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
主
研
修
は
国
内
屈
指
の

マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
地
、
沖
縄

県
の
宮
古
島
を
視
察
先
に
選

び
ま
し
た
。
地
下
水
に
依
存

し
て
い
る
た
め
環
境
問
題
に

は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
①

循
環
型
社
会
の
構
築
、
②
環

境
保
全
の
推
進
、
③
産
業
振

興
を
柱
と
し
た
『
エ
コ
ア
イ

ラ
ン
ド
宮
古
島
宣
言
』
を
行

い
、
風
力
発
電
設
備
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
設
備
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
関
連
の
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
、バ
イ
オ
堆
肥
生
成
施
設
、

他
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
開

通
し
た
伊
良
部
大
橋
は
無
料

で
渡
れ
る
橋
と
し
て
は
日
本

最
長
で
、
サ
ン
ゴ
の
島
に
ち

な
ん
で
３
５
４
０
ｍ
。
環
境

保
全
に
留
意
し
、
き
れ
い
な

海
と
新
し
い
建
造
物
が
融
合

し
て
相
乗
効
果
を
生
む
、
と

い
う
他
に
無
い
よ
う
な
景
観

で
し
た
。
伊
良
部
大
橋
の
開

通
で
観
光
客
が
急
増
し
、
台

湾
、
中
国
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
増
加
で
大
ブ
レ
ー
ク

中
の
状
態
。
冬
も
温
暖
で
低

く
て
17
度
程
度
、
マ
リ
ン
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
で
き
る
。

特
段
の
閑
散
期
が
な
い
。

　

神
津
島
と
は
環
境
や
規
模

が
比
較
対
象
に
な
ら
な
い
ほ

ど
違
い
す
ぎ
て
、
町
村
議
会

議
員
講
演
会
で
あ
っ
た
「
強

者
と
弱
者
」。
競
う
対
象
で

は
な
い
が
学
べ
る
も
の
も
多

く
、
他
方
、
神
津
島
の
良
さ

を
も
っ
と
探
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
た
。
も
と
も
と
特
別

な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
世
界
に

ひ
と
つ
だ
け
の
島
で
す
が
、

何
か
訴
求
で
き
る
モ
ノ
を
見

つ
け
（
あ
る
い
は
既
存
の
モ

ノ
で
も
）、
よ
り
う
ま
く
活

用
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
コ

ト
が
う
ま
く
回
っ
て
い
け
ば

神
津
島
に
も
右
肩
上
が
り
の

未
来
が
拓
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。　

講
演
会
、

自
主
研
修
を
通
し
、
有
意
義

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
以

上
で
研
修
報
告
と
し
ま
す
。

平成 29年第２回神津島村議会定例会　議決結果
議案番号 議　案　件　名 審議結果

同意第2号 神津島村農業委員会委員の選任について 原案同意

認定第2号 村道の廃止について 原案認定

承認第1号 専決処分の承認を求めることについて（神津島村税条例の一部を改正す
る条例） 原案承認

承認第2号 専決処分の承認を求めることについて（神津島村国民健康保険税条例の
一部を改正する条例） 〃

議案第26号 神津島村学生寮建設工事請負契約 原案可決

議案第27号 平成２９年度東京都神津島村一般会計補正予算（第１号） 〃

発議第1号 給与所得等に係る市町村民税・道府県民税特別徴収税額の決定・変更
通知書（特別徴収義務者用）への個人番号記載の中止を求める意見書 〃

◎
議
員
講
演
会
報
告

◎
議
員
自
主
研
修
報
告



こ う づNo.173 平成 29 年 8月21日

3

同
意
第
１
号

神
津
島
村
農
業
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
新
た
に
選
任
す
る
も

の
。◎

10
名
の
方
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
松
江　

孝
雄

・
中
村　

隆
儀

・
浜
川　

富
子

・
清
水　

章
子

・
清
水　

喜
代
志

・
石
田　

廣
彦

・
関　
　

佐
代
子

・
宮
川　

慧

・
藤
井　

猛
夫

・
関　
　

真
樹

認
定
第
２
号

村
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　

起
点
は
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
の
西
側
か
ら
終
点
は
給

食
セ
ン
タ
ー
横
に
な
る
。
村

道
１
１
０

－

１
号
線
の
廃
止

を
求
め
る
も
の
。

承
認
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
す
る

法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
神
津
島
村

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
。

承
認
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃

料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
及
び
地
方
税
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
神

津
島
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
。

議
案
第
26
号

神
津
島
村
学
生
寮
建
設
工
事

請
負
契
約

　

施
工
用
地
は
鉄
砲
場
地

区
、
東
京
電
力
家
族
寮
前
の

用
地
。
建
物
は
木
造
２
階
建

て
。
男
子
寮
と
な
る
。
寮
室

は
全
12
部
屋
。

質

１
番　

鈴
木
国
忠
君

　

工
期
は
平
成
30
年
１
月
19

日
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
年

度
に
は
入
寮
で
き
る
の
か
。

答

教
育
長 

石
野
田
博
文
君

　

３
月
末
ま
で
に
入
寮
で
き

る
。
工
期
よ
り
も
早
く
完
成

し
、
検
査
等
を
済
ま
せ
れ
ば

入
寮
で
き
る
。

議
案
第
27
号

平
成
29
年
度
東
京
都
神
津
島

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
千
８
百
68
万
円
追
加
す
る

も
の
。

質

５
番　

石
田
高
道
君

　

製
氷
施
設
設
備
改
修
の
内

容
は
。

答

産
業
観
光
課
長 

清
水
一
正
君

　

老
朽
化
、
供
給
量
不
足
を

解
消
す
る
た
め
新
た
に
機
器

を
入
れ
替
え
る
。
１
日
で
約

３
ト
ン
の
砕
氷
を
供
給
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
５
ト
ン
に

増
量
。

質

７
番　

松
江
孝
雄
君

　

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
整
備
に

係
る
敷
地
用
地
造
成
工
事
の

予
算
残
額
は
何
か
予
定
が

あ
っ
て
残
し
て
い
る
の
か
。

答

環
境
衛
生
課
長 

桜
井
隆
明
君

　

伐
採
木
に
つ
い
て
不
明
確

な
部
分
が
あ
り
計
量
し
な
い

と
は
っ
き
り
し
た
数
字
が
で

な
い
た
め
、
予
算
を
確
保
。

質

４
番
中
村
親
夫
君

　

温
泉
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン

厨
房
空
調
改
修
工
事
の
内
容

は
。

答

産
業
観
光
課
長 

清
水
一
正
君

　

室
外
機
の
故
障
に
伴
い
、

超
防
食
塗
装
の
室
外
機
に
取

替
え
工
事
を
行
う
。

質

２
番　

鈴
木
佑
典
君

　

不
妊
治
療
費
等
助
成
金

は
、
何
名
分
な
の
か
。

答

村
長　

浜
川
謙
夫
君

　

不
妊
治
療
は
特
定
不
妊
１

名
、一
般
不
妊
２
名
を
計
上
。

保
健
師
が
２
名
充
足
さ
れ
た

為
、
組
み
替
え
て
、
保
健
師

と
相
談
し
不
妊
治
療
の
手
続

等
を
行
う
。

平
成
29
年
第
２
回

神
津
島
村
議
会
定
例
会

◎
審
議
さ
れ
た
議
案
◎
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注
目
さ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

は
７
月
２
日
、
投
開
票
さ
れ
強
烈

な
小
池
旋
風
が
吹
き「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
」
の
圧
勝
と
な
っ
た
。

　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
は
50
人
立
候
補
、

49
人
が
当
選
し
た
。
60
人
を
擁
立
し
た
自
民

党
は
過
去
最
低
の
38
議
席
を
大
幅
に
下
回

り
、
23
議
席
に
と
ど
ま
り
、
惨
敗
と
な
っ
た
。

　

自
民
党
と
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
な
ど
の

候
補
者
が
対
決
し
た
７
つ
の
１
人
区
で
は
６

つ
の
選
挙
区
で
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
の
候

補
が
勝
利
し
、
自
民
党
は
島
し
ょ
部
の
三
宅

正
彦
候
補
が
唯
一
勝
利
し
た
の
み
で
あ
っ

た
。

　

平
成
29
年
４
月
、
有
人
国
境
離
島
地
域

保
全
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
伊
豆
諸

島
に
あ
て
は
め
る
と
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
指
定
さ
れ
た
三
宅
島
、
八
丈
島
の

航
空
運
賃
の
値
下
げ（
住
民
登
録
し
て
い
る

人
）が
決
ま
り
、
８
月
か
ら
三
宅
島
～
調
布

１
万
７
２
０
０
円
→
１
万
４
０
０
円
と
な

る
。
有
人
国
境
離
島
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
大
島
、
新
島
、
神
津
島
、
も
来
年
以
降
航

空
運
賃
の
値
下
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
て
６
月
８
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
定
例

会
議
で
は
学
生
寮
の
建
設
工
事
請
負
契
約
が

可
決
さ
れ
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

伊
豆
諸
島
で
先
駆
け
と
な
る
離
島
留
学
。

29
年
度
は
３
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
労
力
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
も
学
生
寮
の
整
備
が
急
務
で
あ
り
、
寮

が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け
入
れ
態
勢

の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
編
集
委
員
会
一
同

委
員
長　

中　

村　

親　

夫

副
委
員
長　

鈴　

木　

佑　

典

委　
　

員　

石　

田　

高　

道

委　
　

員　

松　

江　

孝　

雄

編
集
後
記

議

会

日

誌

平
成
29
年

	

３
月	

７
日	

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
（
９
日
ま
で
）

		

10
日	

神
津
島
漁
協
総
会

		

11
日	

神
津
高
等
学
校
卒
業
式

		

15
日	

消
防
団
後
任
幹
部
選
考
会

		

17
日	

神
津
中
学
校
卒
業
式

		
	

神
津
高
校
、
議
会
傍
聴
の
件
で
訪
問
（
副
議
長
・
総
務

文
教
委
員
長
）

		

23
日	

神
津
小
学
校
卒
業
式

		

28
日	

第
１
回
定
例
会
（
再
開
）

		
	

全
員
協
議
会

		

29
日	

調
布
市
議
会
議
員
来
島　
行
政
視
察
・
懇
親
会

	

４
月	

１
日	

消
防
団
新
旧
幹
部
引
継
会

		

６
日	

神
津
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校　
入
学
式

		

15
日	

阿
波
命	

例
大
祭

		

20
日	

ジ
ュ
リ
ア
祭
執
行
委
員
会

		

21
日	

第
１
回
経
済
民
生
委
員
会

	

５
月	

４
日	

佐
久
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
・
佐
久
鯉
ま
つ
り
（
副
議
長
対

応
）（
５
日
ま
で
）

		

８
日	

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
会
議
録
署
名

		
	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

		
	

東
京
都
港
湾
局　
小
林
離
島
港
湾
部
長
来
島
・
懇
親
会

		

９
日	

大
島
支
庁
管
内
事
業
説
明
会

		

16
日	

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

		
	

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
第
１
回
定
期
総
会

		
	

東
京
都
町
村
議
会
議
員
講
演
会

		
	

東
京
都
町
村
議
会
議
員
意
見
交
換
会

		
17
日	
議
員
研
修
視
察
（
宮
古
島	

18
日
ま
で
）

		

19
日	
調
布
市
議
会　
懇
親
会

		
	

第
78
回
黒
船
祭
（
副
議
長
対
応
・
20
日
ま
で
）

		

20
日	

第
48
回
ジ
ュ
リ
ア
祭
（
21
日
ま
で
）

		

27
日	

四
島
大
会
（
総
務
文
教
委
員
長
）

		
	

東
京
島
し
ょ
郷
友
連
合
会
一
行
来
島

		

31
日	

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
31
日
ま
で
）

	

６
月	

１
日	

平
成
29
年
度
事
業
の
要
望
活
動
打
ち
合
わ
せ

		

３
日	

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
議
会
運
営
委
員
会

発
議
１
号

「
給
与
所
得
等
に
係
る
市
町

村
民
税
・
道
府
県
民
税
特
別

徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通

知
書（
特
別
徴
収
義
務
者
用
）

へ
の
個
人
番
号
記
載
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」

行
政
か
ら
の
回
答

答

教
育
長 

石
野
田
博
文
君

　

小
学
校
、
中
学
校
耐
震
診

断
結
果
表
に
つ
い
て
は
、
安

全
の
基
準
値
を
超
え
て
い

て
、
特
に
問
題
は
な
い
。

答

環
境
衛
生
課
長 

桜
井
隆
明
君

　

９
月
の
定
例
議
会
で
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
の

た
め
の
補
正
を
行
い
、
10
月

ご
ろ
か
ら
試
験
運
用
。
生
ご

み
処
理
機
は
、
バ
イ
オ
式
２

機
、
乾
燥
式
２
機
を
購
入
予

定
。
試
験
運
用
は
１
月
末
ま

で
行
い
、
結
果
に
つ
い
て
は

３
月
定
例
会
で
報
告
。

◎
石
田
正
一
氏
に旭日

双
光
章

　

元
神
津
島
村
議
会
議
員
・
石

田
正
一
氏
（
82
歳
）
に
４
月
29

日
付
で
旭
き
ょ
く
じ
つ日
双そ
う
こ
う
し
ょ
う

光
章
が
授
与
さ

れ
、
５
月
12
日
に
皇
居
で
天
皇

陛
下
に
よ
る
拝は
い
え
つ謁
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

１
９
７
５
（
昭
和
50
）年
に

村
議
会
に
初
当
選
、
以
降
６
期

24
年
務
め
、
副
議
長
を
務
め
た

ほ
か
、
観
光
協
会
長
、
商
工
会

副
会
長
な
ど
観
光
産
業
の
活
性

化
等
に
貢
献
し
た
。
２
０
０
４

年
に
は
自
治
功
労
賞
を
受
賞
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。


